
 

全校「スクリーニング」を実施します 

 ７月１３日（火）、専門家による全校「スクリーニング」を実施します。

早め早めの対応で、生徒の健全な発達を支援していきたい。    

 裏面の「お知らせ」にも示したとおり、
市教育委員会の実施する事業の一環
として「特別支援教育の推進」がありま
す。 
 特に、通常学級において支援を必要
としている児童生徒を把握し、早期に
効果的な指導を行うため、軽度発達障
がいに関する調査を、今年度も市内全

小・中学校ですすめることになりました。この調査を｢スクリーニング｣と
いいます。 
 
  全国的な調査によると、通常、全児童生徒の６％程度が軽度の発達
障がいの傾向を持つと言われています。専門
家によれば、どの人でもその傾向を持っている
との指摘もあり、表れ方が大きいか小さいかと
いう違いだけだという所見もあります。 
 ただ、心配なこともあります。それは「軽度発
達障がい」の傾向があることを分からないまま
でいて、人と話すのが極端に苦手なためにトラ
ブルを起こしがちだったり、先生の話がよく聞
き取れないためになかなか学力がつかなかっ
たり、さらには、小さなことにこだわってケンカ
になったりする場合などがあるということです。 

 
「軽度な発達障がい｣は、早め早めの対応により飛躍的に改善すること
や、成長すると何でもないこともあります。しかし、見過ごされてしまい、周
囲の理解がないために、本人が人知れず苦しんでいる場合が往々にし
てあるのです。このためにスクリーニングを行い、小・中学校段階で「軽
度発達障がい」を早期に発見し、その子に応じた支援をしていこうとする
ものです。 
 
 今年度も、山形大学教授の三浦光哉（みうらこうや）先生をお招きしま
す。県下のみならず県外の多くの市町村でスクリーニングを実際に進め
られ、実績をあげていらっしゃる先生です。 
 
  １３日（火）の３、４校時、全教室に出向き、掲示物や生徒の学習のよう
すを見ていただきます。 
今後、必要に応じてご家庭とも相談し、生徒が、今後もよりよく生活で

きるよう対応していく予定です。 

 

 

「ちょボラ」を行いました 

 ６月３０日（水）、ボランティア委員会の呼びかけにより、登校し準備の整っ

た生徒が参加し

て、「ちょボラ」が

行われました。 

内容は、学校花

壇、スマイル・ピー

スロードに植えた

花周辺の除草作業

です。早朝からの

ボランティア作業

でしたが、多くの

生徒が参加し、北

中生の頼もしさが

あふれていました。 
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